
会
津
八
一

と
思
師
平
野
秀
吉

横

田

善

衛

一
.
は
じ
め
に

会
津
八

一
の
中
学
時
代
に
焦
点
を
当
て
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
と
く
に
、

八

一
の
学
友
と
進
路
、
影
響
を
受
け
た
国
語
教
師
お
よ
び
教
科
書
に
つ
い
て
、
新

た
な
資
料
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
の
結
果
、
会
津
八

一
の
中
学
時
代
の
動

向
と
そ
の
恩
師
平
野
秀
吉
の
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

有
恒
学
舎
の
英
語
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

二
.
会
津
八
一
が
学
ん
だ
中
学
校
の
名
称
、
学
友
お
よ
び
卒
業
後
の
進
路

『青
山
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
l

、
「
明
治
二
十
六
(
一
八
九
三
)
年
三
月
十
二
日

に
新
潟
際
尋
常
中
間
学
校
開
校
式
を
挙
行
す
」
「
明
治
三
十
二
(
一
八
九
九
)
年
四

月

一
日
に
新
潟
勝
中
皐
校
と
改
称
す
」

「
明
治
三
十
三
一
(
一
九
O
O
)
年
四
月

一

日
に
新
潟
懸
新
潟
中
山
学
校
と
改
称
す
」
と
あ
る
た
め
、
こ
の
表
記
に
な
ら
っ
て
会

津
八

一
の
経
歴
を
整
理
す
る
。
会
津
八

一
が
明
治
二
十
八
(
一
八
九
五
)
年
四
月

に
入
学
し
た
と
き
の
中
学
校
名
は
「
新
潟
豚
尋
常
中
山学校」

で
あ
り
、
「
新
潟
牒

尋
常
中
皐
校
入
学
」
と
な
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
三

(
一
九
O
O
)
年
三
月
に

卒
業
し
た
時
の
中
学
校
名
は
「
新
潟
際
中
皐
校
」
で
あ
る
。
こ
の
校
名
は
明
治

新
潟
県
立
新
潟
高
等
学
校
『
青
山
百
年
史
』
新
潟
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
実
行

委
員
会
ゆ
H
U也

NW3・∞
2
1∞ミ
。

三
十

二

(
一
八
九
九
)
年
四
月

一
日
か
ら
明
治
三
十
三

(
一
九
O
O
)
年
三
月

三
十

一
日
の

一
ヶ
年
の
み
使
用
さ
れ
た
中
学
校
の
名
称
で
あ
り
、
八

一
は
ま
さ
に

こ
の

一
ヶ
年
の
み
に
使
用
さ
れ
た
学
校
名
の
卒
業
生
と
な
る
。
つ
ま
り
、
会
津

八

一
の
正
式
な
学
歴
は

「
新
潟
鯨
尋
常
中
向
学
校
入
学
」
「
新
潟
豚
中
向
学
校
卒
業
」

と
な
る
。

ま
た
、
会
津
八

一
は
第
七
回
卒
業
(
明
治
三
十
三
年
三
月
卒
業
)
と
な
っ
て
お

り
2

、
「
本
皐
年
ノ
卒
業
生
ハ
四
十
二
名
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
期
卒
業
生
は

八

一
を
含
め
四
十
二
名
で
あ
る
(
表
1
)
。
そ
の
名
簿
の
中
に
は
、
「
桂
逸
策
」
(
郡

市
・族
籍
一中
蒲
原
郡
士
族
、
卒
業
後
の
状
況
…
自
営
)
や
「
田
崎
義
介
」
(
郡
市
・

族
籍
…
北
蒲
原
郡
平
民
、
卒
業
後
の
状
況
二
口
同
等
商
業
皐
校
)
や
「
長
谷
川
轍」

(
郡
市
・
族
籍
一
岩
船
郡
士
族
、

卒
業
後
の
状
況
一
自
営
)
や
「
野
上
俊
夫
」
(
郡

市
・
族
籍
一
新
潟
市
平
民
、
卒
業
後
の
状
況
一
第
一
高
等
学
校
)
や
「
山
内
保
次
」

(
郡
市
・
族
籍

一
新
潟
市
平
民
、
卒
業
後
の
状
況
一
士
宮
候
補
生
)
の
名
が
み
え

る
。
会
津
八

一
の
年
譜
ノ
l
ト
3

に
よ
れ
ば
、
「

一
八
九
六

(
明
治
二
十
九
)
年、

新
潟
中
事
二
学
級
と
な
る
(
田
崎
仁
義
等
編
入
試
験
に
合
格
し
て
同
級
と
な
る
)
」

「
一
九
O
二
(
明
治
三
十
五
)
年
、
長
谷
川
轍
、
安
部
邦
太
郎
と
三
人
に
て
牛
込

原
町
の
素
人
屋
玉
川
方
に
下
宿
す
」
と
あ
り
、
田
崎
、
長
谷
川
は
と
も
に
同
期
卒

業
生
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
(
表
1
)
。
さ
ら
に
、

『曾
津
八

一
伝
』
に

よ
れ
ば
4

、
「
京
都
大
学
心
理
学
教
授
野
上
俊
夫
博
士
(
上
海
の
日
語
学
会
の

鄭
君
平
は
博
士
門
下
の
俊
才
で
あ
っ
た
)
陸
軍
少
将
山
内
保
次
等
が
あ
っ
た
。

殊
に
山
内
保
次
は
こ
の
時
以
来
没
す
る
ま
で
六
十
年
余
年
間
の
無
二
の
親
友
で
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あ
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
会
津
八

一
の
「
卒
業
後
ノ
状
況
」
は
「
国

民
英
学
会
」
(
表
1
)
と
な
っ
て
い
る
が
5

、
年
譜
ノ

l
ト
6

の
「

一
九
O
O
(明

治
三
士

二
)
年

二
十
歳

三
月
新
潟
中
撃
を
卒
業
。
四
月
東
京
に
出
づ
。
六
月

根
岸
に
正
岡
子
規
を
訪
ふ
。
牛
込
に
尾
崎
紅
葉
を
訪
ふ
。
(
不
在
)
七
月
新
潟
に

踊
る
。
(
東
京
に
て
脚
気
を
病
み
入
津
達
吉
の
診
を
受
く
。)
正
岡
子
規
に
良
寛
歌

集
を
送
る
」
で
は
、
「
国
民
英
学
会
」
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
八

一
が
東
京
に

出
た
本
当
の
理
由
は
「
国
民
英
学
会
」
入
学
の
た
め
で
あ
り
、
脚
気
に
掛
か
り
結

果
と
し
て
帰
省
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
考
察
は
既
に
蒲

原
宏
氏
が
新
潟
日
報
で
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
次
に
紹
介
す
る
7
0

「
約
四
ヶ
月

の
問
、

『
一
高
受
験
を
目
指
し
て
勉
強
し
た
」
と
あ
る
だ
け
で
、
ど
こ
の
学
校
で

勉
強
し
て
い
た
の
か
会
津
八

一
伝
を
手
が
け
て
い
る
人
た
ち
は
ふ
れ
て
い
な
い
」

と
し
、
(
会
津
先
生
は
)
「
英
語
の
実
力
が
優
秀
な
の
で
さ
ら
に
力
を
付
け
よ
う
と

国
民
英
学
会
に
入
学
し
た
の
に
ち
が
い
な
い
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に

「国
民
英
学

会
が
予
備
校
的
性
格
も
あ
っ
た
の
で
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
先
生
と
し
て
は
触
れ
た

く
な
い
過
去
だ
っ
た
」
と
結
ん
で
い
る
。

三
.
会
津
八
一
と
中
学
時
代
の
国
語
教
師
に
つ
い
て

会
津
八

一
は
「
「鹿
嶋
集
」
後
記
」
8

の
中
で
、
第
五
学
年
の
と
き
に
「
俄
か
作

り
の
万
葉
学
者
」
と
な
り
、
良
寛
の
歌
は
万
葉
調
だ
と
感
嘆
し
て
い
る
。
会
津

前
掲
2
b・
3
。

前
掲
3
b・日
C
H

。

蒲
原
宏
『
よ
う
や
く
解
け
た
ク
空
白
の

4
ヶ
月
。
』
、

日
月
μ
H
W
同∞∞少円)・コ
。

8

会
津
八

一
「
『鹿
鳴
集
』
後
記
」
、
会
津
八

一

公
論
社
w

巴
∞
「
宅
・
M

g
l
N

ミ
。

新
潟
日
報

(
日
刊
)
平
成
元
年

『会
津
八

一
全
集

第
十

一
巻
』
中
央

八
一
に
良
寛
と
万
葉
集
が
結
び
つ
く
こ
と
に
気
付
か
せ
た
「
国
語
教
師
」
と
し
て
、

三
名
の
教
師
(
平
野
秀
吉
、
西
脇
又
作
、
小
串
隆
)
を
挙
、
げ
、
そ
の
う
ち
平
野
秀

吉
が
そ
の
有
力
な
候
補
者
だ
と
述
べ
た
9
0

そ
の
三
名
の
教
師
の
動
向
に
関
す
る

記
載
を
見
つ
け
た
の
で
、
次
に
紹
介
す
る
。

(
一
)
会
津
八

一
が
入
学
し
た
(
第

一
学
年
)
、
明
治
二
十
八
年
度
(
明
治
二
十
八

年
四
月
よ
り
同
二
十
九
年
三
月
に
至
る
一
年
間
)
の
記
載
に
つ
い
て
ω
日

①
平
野
秀
吉
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

「
明
治
廿
八
年
九
月
十
三
日
本
豚
平
民
平
野
秀
吉
生
徒
ノ
教
諭
ヲ
嘱
託
(
月
俸

拾
五
園
)
セ
ラ
ル
」
「
明
治
廿
九
年
二
月
廿
五
日
嘱
託
教
員
平
野
秀
吉
助
教
諭
(
月

俸
或
拾
闘
)
ニ
任
シ
」
と
あ
り
、
平
野
秀
吉
は
明
治
二
十
八
年
九
月
十
三
日
に
嘱

託
と
な
り
、
同
二
十
九
年
二
月
二
十
五
日
に
助
教
諭
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
、
平
野
秀
吉
は
国
語
教
員
免
許
状
所
有
(
新
潟
県
平
氏
)
と
あ
り
、

学
科
は
「
国
語
」
「
習
字」

と
記
さ
れ
て
い
た
。

②
西
脇
又
作
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

「明
治
廿
九
年
二
月
廿
六
日
福
島
勝
尋
常
師
範
的
学
校
助
教
諭
西
脇
又
作
教
諭
(
月

俸
参
拾
五
園
)
ニ
任
セ
ラ
ル
」
と
あ
り
、
西
脇
又
作
は
平
野
秀
吉
よ
り
半
年
遅
れ

で
福
島
県
尋
常
師
範
学
校
助
教
諭
か
ら
教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

西
脇
又
作
は
哲
学
舘
卒
業
、
倫
理
、

歴
史
教
員
免
許
状
所
有
(
新
潟
県
平
民
)
と

あ
り
、
学
科
は
「
歴
史
」
「
地
理
」
「
習
字
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
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横
田
善
衛
「
平
野
秀
吉
の
偉
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会
津
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西
脇
又
作
の
専
門
は
倫
理
、
歴
史
、
地
理
で
あ
り
、
国
語
教
師
で
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

③
そ
の
他
の
記
載
に
つ
い
て

年
譜
ノ

l
ト
ロ
に
「

一
八
九
五
(
明
治
二
十
八
)
年
、
新
潟
中
皐
一
年
級
に
人

事
す
。
習
字
は
高
橋
翠
郁
に
学
ぶ
」
と
あ
り
、
こ
の
高
橋
翠
郁
に
注
目
す
る
と
、
「
明

治
廿
九
年
二
月
三
十
一
日
教
諭
高
橋
茂

一
郎
日
町
村
立
長
岡
尋
常
中
学
校
教
諭

(
月
俸
参
拾
五
園
)
」
と
あ
り
、
八

一
が
中
学

一
学
級
(
第

一
学
年
)
の
終
わ
り
に

転
勤
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
「
本
事

ニ
於
ケ
ル
入
山
尚
子
志
願
者
ノ

数
ハ
弐
百
四
拾
七
名
ニ
シ
テ
入
事
ヲ
許
可
シ
タ
ル
モ
ノ
百
六
拾
名
ナ
リ
」
と
あ

る
よ
う
に
u
、
明
治
二
十
八
年
四
月
入
学
を
希
望
し
て
二
四
七
名
が
志
願
し
た
が

一
六
O
名
し
か
合
格
で
き
ず
(
倍
率
一

一
・
五
倍
)
、
さ
ら
に
入
学
生
の
五
十
一
%

は
高
等
小
皐
校
四
年
修
業
中
ノ
者
が
占
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の

一
六
O
名
の
う
ち
五
年
後
に
卒
業
で
き
た
生
徒
は
四
十
二
名
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
(
表
2
)
、
卒
業
で
き
る
割
合
は
二
十
六
%
と
な
り
、
五
年
間
学
び
続
け

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

(二
)
会
津
八

一
が
中
学
コ
一
学
級
(
第
三
学
年
)
の
明
治
三
十
年
度
(
明
治
三
十

年
四
月
よ
り
同
三
十
一
年
三
月
に
至
る
一
年
間
)
の
記
載
に
つ
い
て
お

①
平
野
秀
吉
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

ロ

前

掲

3
b匂
-S
匂

i
印

C
C
。

日

高

橋

茂

一
郎
は
高
橋
翠
郁
。
当
時
、
新
潟
牒
尋
常
中
内
学
校
教
諭
と
し
て
漢
文
、
歴
史

を
教
え
て
い
た
。

u

前

掲

戸

3
・5

I
M
C
O

日

新

潟

豚

尋

常

中

事

校

『
新
潟
鯨
尋
常
中
同
学
校
第
四
年
報
」
新
潟
牒
尋
常
中
間
学

校噌同∞∞∞
b
・N
。

「
明
治
三
十
年
六
月
三
十
日
助
教
諭
平
野
秀
吉
月
俸
金
武
拾
五
園
ニ
」
と
あ
り
、

昇
給
し
て
い
る
。

②
西
脇
又
作
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

「明
治
三
十
年
六
月
三
十
日
教
諭
西
脇
又
作
月
俸
金
四
拾
園
ニ
」
と
あ
り
、
昇

給
し
て
い
る
。

③
小
串
隆
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

「
明
治
三
十
年
七
月
三
十
日
栃
木
豚
師
範
的
学
校
教
諭
小
串
隆
教
諭
(
月
俸
金
四

拾
園
)
ニ
」
と
あ
り
、
小
串
隆
は
会
津
八
一
が
中
学
三
学
級
の
夏
に
赴
任
し
、
平

野
秀
吉
よ
り
約
二
年
遅
れ
て
赴
任
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
小
串

隆
は
国
語
教
員
免
許
状
所
有
(
三
重
県
士
族
)
と
あ
り
、
学
科
は
「
国
語
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
学
科
「
国
語
」
の
教
師
は
小
串
隆
と
平
野
秀
吉

の
二
名
体
制
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
体
制
は
明
治
三
十
三
年
三
月

ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
、
小
串
隆
の
赴
任
す
る

前
は
吉
川
純
三
郎
(
地
理
教
員
免
許
状
所
有
)
が
国
語
教
師
を
代
用
し
て
お
り
、

小
串
隆
の
赴
任
以
前
か
ら
国
語
教
師
二
名
体
制
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
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(三
)
会
津
八

一
が
中
学
五
学
級

(第
五
学
年
)
の
明
治
三
十
二
年
度
(
明
治

三
十
二
年
四
月
よ
り
同
三
十
三
年
三
月
に
至
る

一
年
間
)
の
記
載
に
つ
い

て

凶

げ

①
平
野
秀
吉
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

「
明
治
三
十
二
年
十
二
月
十
九
日
皐
期
試
験
ヲ
結
了
ス
」
続
け
て
「
此
日
職
務
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勉
励
ノ
故
ヲ
以
テ
慰
労
ト
シ
テ
教
諭
平
野
秀
吉
拾
霊
園
(
略
)
給
血
ハ
セ
ラ
ル
」
と

あ
る
よ
う
に
、
平
野
秀
吉
は
慰
労
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
野
は
教
諭

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
九
年
度
お
よ
び
明
治
三
十
年
度
の
記
事
概
要
に

平
野
が
助
教
諭
か
ら
教
諭
に
昇
進
し
た
と
い
う
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら

く
明
治
三
十
一
年
度
中
に
教
諭
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
小
泉
孝

氏
の
調
べ
に
よ
る
問
、
明
治
三
十
二
年
二
月
十
日
の
教
諭
昇
進
と

一
致
し
て
お
り
、

平
野
が
明
治
三
十

一
年
に
文
検
(
中
等
学
校
教
員
資
格
取
得
の
た
め
の
文
部
省
検

定
試
験
の
略
称
、
合
格
す
る
と
尋
常
師
範
学
校
、
尋
常
中
学
校
、
高
等
女
学
校
の

教
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
試
験
)
で
漢
文
科
と
習
字
科
に
合
格
し
、
中
学

校
の
学
科
「
漢
文
」
「
習
字
」
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と

関
係
す
る
。
ま
た
、
「
明
治
三
十
三
年
二
月
十
二
日
教
諭
平
野
秀
吉
月
俸
参
拾
五

園
二
増
俸
ス
」
と
あ
り
、
給
与
が
上
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
「
明
治

三
十
三
年
三
月
二
十
日
(
略
)
教
諭
平
野
秀
吉
富
山
鯨
へ
出
向
ヲ
命
セ
ラ
ル
」
続

け
て
「
二
十
二
日
教
諭
平
野
秀
吉
富
山
際
第
三
中
型
校
教
諭
(
月
俸
金
四
拾
五
園
)

ニ
轄
任
ス
」
と
あ
り
、
平
野
秀
吉
は
明
治
三
十
三

(
一
九
0
0
)
年
三
月
二
十
日

に
富
山
県
ヘ
出
向
さ
せ
ら
れ
、

二
日
後
に
富
山
県
第
三
中
学
校
教
諭
に
転
任
さ

せ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
泉
孝
氏
に
よ
る
「
平
野
秀
吉
が
明
治
三
十
二

年
三
月
に
富
山
県
第
三
中
学
校
に
赴
任
し
た
」
ω
と
い
う
記
載
は
誤
り
で
、
明
治

三
十
三

(
一
九
O
O
)
年
三
一
月
の
会
津
八

一
の
卒
業
と
と
も
に
平
野
秀
吉
も
異
動

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

⑦
西
脇
又
作
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

「
明
治
三
十
二
年
十
二
月
十
九
日
挙
期
試
験
ヲ
結
了
ス
」
続
け
て
「
此
日
職
務
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小
泉
孝
『
巻
町
双
書
第
十
七
集

両
日
。

平
野
秀
吉
』
巻
町
役
場
い
ミ
ゲ
ヨ

-glS。

勉
励
ノ
故
ヲ
以
テ
慰
労
ト
シ
テ
教
諭
西
脇
又
作
金
拾
園
(
略
)
給
血
ハ
セ
ラ
ル
」

と
あ
り
、
平
野
秀
吉
と
同
様
に
慰
労
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
明
治

三
十
三
年
三
月
二
十
二
日
教
諭
西
脇
又
作
月
俸
金
五
拾
園
二
増
俸
依
願
本
職
ヲ
免

シ
」
と
あ
り
、
西
脇
又
作
は
明
治
三
十
三

(
一
九
O
O
)
年
三
月
二
十
二
日
に
退

職
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

③
小
串
隆
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て

「
明
治
三
十
二
年
十
二
月
十
九
日
挙
期
試
験
ヲ
結
了
ス
」
続
け
て
「
此
日
職
務

勉
励
ノ
故
ヲ
以
テ
慰
労
ト
シ
テ
教
諭
小
串
隆
金
参
園
(
略
)
給
血
ハ
セ
ラ
ル
」
と
あ

り
、
平
野
秀
吉
、
西
脇
又
作
と
同
様
に
慰
労
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

④
そ
の
他
の
記
載
に
つ
い
て

「
明
治
三
十
二
年
九
月
十
六
日
西
蒲
原
郡
粥
彦
尋
常
小
事
校
訓
導
藤
原
紫
朗
助

教
諭
(
年
俸
金
武
拾
圃
)
ニ
轄
任
ス
」
「
明
治
三
十
三
年
三
月
三
十

一
日
助
教
諭

藤
原
紫
朗
月
俸
金
武
拾
五
園
ヲ
給
セ
ラ
ル
」
と
あ
り
、
平
野
秀
吉
が
転
任
す
る
半

年
前
に
国
語
教
師
で
あ
る
藤
原
紫
朗
は
弥
彦
尋
常
小
学
校
か
ら
異
動
し
て
き
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
藤
原
紫
朗
は
国
語
教
員
免
許
状
所
有
(
新
潟
県
平
民
)

と
あ
り
、
学
科
は
「
国
語
」
「
習
字
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平

野
秀
吉
の
転
勤
を
見
据
え
て
藤
原
紫
朗
を
転
任
さ
せ
、
小
串
隆
と
の
二
名
で
学
科

「
国
語
」
の
運
営
に
あ
た
ら
せ
る
中
学
校
側
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

-34-

(
四
)
ま
と
め

前
述
の
記
載
か
ら
次
の
四
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一

つ
目
は
、
平
野
秀
吉

の
新
潟
県
尋
常
中
学
校
お
よ
び
新
潟
県
中
学
校
の
勤
務
期
間
は
明
治
二
十
八

(
一
八
九
五
)
年
九
月
十
三
日
か
ら
明
治
三
十
三

(
一
九
O
O
)
年
三
月
二
十
二

日
で
あ
り
、
会
津
八

一
の
卒
業
と
と
も
に
、
富
山
県
第
三
中
学
校
ヘ
異
動
し
た
こ

と
。
二

つ
目
は
、
会
津
八

一
の
「
『鹿
嶋
集
』
後
記
」
の
記
述
に
み
ら
れ
る
中
学



五
学
級
(
第
五
学
年
)
の
国
語
教
師
は
小
串
隆
と
平
野
秀
吉
の
二
名
で
あ
る
こ
と
。

三
つ
目
は
、
明
治
三
十
三

(
一
九
O
O
)
年
三
月
の
卒
業
生
は
会
津
八

一
を
含
め

四
十
二
名
し
か
お
ら
ず
、
こ
の
四
十
二
名
の
卒
業
生
に
対
し
、
小
串
隆
と
平
野
秀

吉
が
学
科

「国
語
」
(
分
科

「講
読
、
文
学
史
」
〔
週
二
時
間
〕
、

「
作
文
」
〔
週

一
時
間
〕
)

を
教
え
て
い
た
こ
と
。
四
つ
目
は
、
平
野
秀
吉
が
小
串
隆
よ
り
二
年
先
に
赴
任
し

て
い
る
た
め
、
若
年
で
あ
る
が
頼
も
し
い
存
在
の
教
師
で
あ
る
こ
と
。
以
上
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

囚
会
津
八
一
が
中
学
時
代
に
使
用
し
た
国
語
の
教
科
書
に
つ
い
て

会
津
八

一
が
入
学
す
る

一
年
前
の
学
科
課
程
表
に
よ
れ
ば
(
表
2
)
、
学
科
「
圏

諸
及
漢
文
」
は
第
一
学
年
か
ら
第
五
学
年
に
か
け
て
、
毎
週
七
時
間
が
当
て
ら
れ
、

授
業
は
分
科
「
講
読
、
作
文
」
を
行
っ
て
い
る
。
第
二
学
年
、
第
三
学
年
で
使
用

す
る
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
園
次
郎
、
鈴
木
重
尚
著
「
日
本
文
典
教
科
書
」

(
新
潟
楼
井
書
屈
版
)
(
明
治
二
十
七
(
一
八
九
四
)
年
十

一
月
五
日
印
刷
、
十

一

月
十
二
日
発
行
〕
が
挙
げ
ら
れ
る
が
(
表
3
)
、
会
津
八

一

(
明
治
二
十
八
年
四

月
入
学
生
)
は
「
日
本
文
典
教
科
書
」
で
は
な
く
後
述
の
「
実
用
文
典
」
を
使
用

し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
「
日
本
文
典
教
科
書
」
の
著
者

の

一
人
で
あ
る
遠
藤
園
次
郎
は
、
新
潟
県
尋
常
中
学
校
の
国
語
教
師
で
あ
り
、
明

治
二
十
五
年
六
月
か
ら
明
治
二
十
九
年
四
月
ま
で
勤
務
し
、
皇
典
講
究
所
卒
業
で

国
語
教
員
免
許
状
所
有
(
山
梨
県
平
民
)
、
学
科
「
国
語
」「
習
字
」
と
の
記
載
が

み
え
る
m
o

も
う

一
人
の
著
者
で
あ
る
鈴
木
重
尚
は
、
新
潟
尋
常
師
範
学
校
教
諭

で
あ
る
。
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同
日
。

小
泉
孝
氏
の
調
べ
に
よ
れ
ば
ぞ
平
野
秀
吉
は
明
治
二
十
八
年
に
「
実
用
日
本

文
典
」
(
東
京
・
吉
川
弘
文
館
)
を
出
版
し
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
「秀
吉
が
内
野
校
(
現
、
新
潟
市
立
内
野
小
学
校
)
在
勤
中
、

文
検
合
格
を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
、
的
確
な
国
文
法
の
必
要
を
感
じ
、

自
分
な
り
の
文
法
論
を
打
ち
立
て
て
刊
行
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
文
部

省
試
験
検
定
の
面
接
の
お
り
、
こ
の
受
験
生
が
『
実
用
日
本
文
典
』
の
著
者
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
試
験
官
が
驚
い
た
と
い
う
こ
と
も
無
理
は
な
か
っ
た
」
幻
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
文
検
受
検
の
た
め
の
勉
強
か
ら
生
ま
れ
た
書
籍
で
、
文
部
省
な

ど
に
も
認
め
ら
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
「
実
用
日
本
文
典
」

の
詳
細
を
調
べ
る
と
、
題
名
は
「
実
用
日
本
文
典
」
で
は
な
く
、
「
実
用
文
典
」

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
著
者
は
遠
藤
園
次
郎
、
平
野
秀
吉
、
田
中
勇
吉

で
、
明
治
二
十
八
(
一
八
九
五
)
年
七
月
十

一
日
印
刷
、
同
年
七
月
十
六
日
発
行
で
、

発
行
者
は
林
平
次
郎
(
東
京
市
日
本
橋
区
通
三
丁
目
六
番
地
)
、
印
刷
者
は
松
本

義
弘
(
東
京
市
京
橋
区
弓
町
十
三
番
地
)
、
発
売
所
は
吉
川
半
七
(
東
京
市
京
橋

区
南
伝
馬
町

一
丁
目
十
二
番
地
)
、
松
村
九
兵
衛
(
大
阪
市
心
斉
橋
南

一
丁
目
)
、

楼
井
産
作
(
新
潟
市
本
町
通
)
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
著
者
の
遠
藤
、

平
野
は
紹
介
の
通
り
で
あ
る
が
、
田
中
勇
吉
に
関
し
て
は
平
野
秀
吉
が
新
保
西
水

(
新
潟
尋
常
師
範
学
校
教
諭
、
現
新
潟
市
西
蒲
区
出
身
)
の
五
十
回
忌
記
念
誌
刊

行
に
あ
た
っ
て
の
文
章
の
中
で
「
私
は
、
先
生
の
愛
弟
子
な
る
田
中
勇
吉
君
等

の
多
く
の
方
々
と
、
親
友
関
係
を
以
っ
て
相
交
わ
っ
て
い
た
(
略
こ
と
あ
り
守

田
中
勇
吉
は
文
中
の
「
先
生
」
、
す
な
わ
ち
新
保
西
水
の
愛
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
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明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
新
保
西
水
に
よ
る
「
日
本
文
典
」
の
草
稿
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
ぞ
「
実
用
文
典
」
は
明
治
二
十

六

(
一
八
九
三
)
年
に
没
し
た

新
保
西
水
の
学
問
的
成
果
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
田
中

勇
吉
に
関
す
る
紹
介
文
を
次
に
示
す
お
o

「
本
名
正
厚
、
字
は
子
方
、
通
称
勇
吉
、

晩
年
象
二
郎
と
改
め
た
。
墨
軒
の
他
、
無
常
庵
主
人
・
木
剣
生
と
号
す
。
父
は
田

中
勇
八
、
母
は
桑
山
(
新
潟
市
西
蒲
区
桑
山
)
・
神
田
氏
の
娘
。
曽
根
生
ま
れ
の

漢
詩
人
、
能
書
家
。
遺
稿
『
南
窓
吟
輔
』
あ
り
。
曽
根
銀
行
を
起
こ
し
た
実
業
人

で
も
あ
り
、
晩
年
札
幌
に
移
り
没
す
〔
元
治
二

(
一
八
六
五
)
年
か
ら
昭
和
十
四

(
一
九
三
九
)
年
〕
」
。
ま
た
、
「
実
用
文
典
」
刊
行
(
明
治
二
十
八
年
七
月
十
六

日
)
の
二
ヶ
月
後
の
九
月
十
三
日
に
、
平
野
秀
吉
が
新
潟
県
尋
常
中
学
校
嘱
託
に

採
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
野
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
共
著
者
で
同
校
助
教
諭
遠

藤
園
次
郎
の
推
薦
等
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
遠
藤
は
明
治

二
十

九

(
一
八
九
六
)
年
四
月
に
退
職
し
て
お
り
、
平
野
と
は
半
年
間
の
み
の
付

き
合
い
と
な
る
。

平
野
秀
吉
が
尋
常
中
学
校
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
二
学
年
で
は
じ
め

て
使
用
さ
れ
る
「
文
典
」
の
教
科
書

(表
3
)
は
、
「
日
本
文
典
」
か
ら
「
実
用

文
典
」
に
変
更
さ
れ
、
会
津
八
一
は
「
実
用
文
典
」
を
使
用
し
て
、
そ
の
著
者
平

野
秀
吉
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
「
実
用
文
典
」
の
目
次

を
挙
げ
れ
ば
、
「
第

一
編

撃

音

、

第

二
編

言

語

、

第
三
編

文

章
」
で
あ
り
、

第
二
編
は
さ
ら
に
「
第

一
章

体

言

、

第

二
章

用
言
、
第
三
章

助
辞
」
か
ら

μ

岡
村
鉄
建
7

『
新
保
正
血
ハ
の
文
人
像
に
つ
い
て
』
平
成
二
十
四
年
度
西
蒲
区
ふ
る
さ
と

再
発
見
講
演
会
資
料
(
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
、
新
潟
市
西
川
多
目
的
ホ
ー

ル
)
h
c
H
N
b℃
-
C
l
H
C
。

問

ω

西
川
町
文
化
協
会

「西
川
町
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
記
念

る
西
蒲
原
郡
ゆ
か
り
の
文
人
』
西
川
町
文
化
協
会
N
C
O
M
b
・お
。

西
川
町
を
中
心
と
す

な
り
、
緒
言
に
は
「
一
(
略
)
本
文
典
ハ
古
文
ヲ
講
ス
ル
ガ
如
ク
専
門
ノ
モ
ノ

ナ
ラ
ズ
シ
テ
専
ラ
時
文
ヲ
作
ル
ニ
供
フ
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
セ
ル
ヲ
以
テ
記
紀
万
葉

其
他
古
代
ノ
専
有
物
ナ
ル
古
語
ヲ
省
略
シ
(
略
)
。
一

例
証
ハ
ナ
ル
ベ
ク
和
歌

ヲ
避
ケ
テ
俳
句
普
通
文
、
日
用
文
等
ヲ

ア
ゲ
実
用
ニ
便
セ
リ
。
(
略
こ
と
あ
る
よ

う
に
、
日
常
生
活
で
使
用
す
る
文
章
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
教
科
書
は
そ
の
内
容
か
ら
学
科
「
国
語
」
の
分
科
「
作
文
」
の
授
業
(
表
4
)

で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

会
津
八

一
の
中
学
五
学
級

(
第
五
学
年
)
に
注
目
す
る
と
(
表
4
)
、
科
目
「
国
語
」

は
毎
週
三
時
間
が
当
て
ら
れ
、
分
科

「講
読
、
文
学
史
」
に
週
二
時
間
、
分
科
「
作
文
」

に
週

一
時
間
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
会
津
八
一
著
の
「
『
鹿
嶋
集
』
後
記
」
に
よ

れ
ば
お、

「
明
治
三
十
二
年
四
月
、
中
学
五
学
級
に
進
み
、
国
語
教
科
書
と
し
て

課
せ
ら
れ
る
三
上
、
高
津
の

『
日
本
文
墜
小
史
」
の
中
に
、
作
例
と
し
て
挙
げ
た

る
記
紀
寓
葉
の
古
歌
を
読
む
に
及
び
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
文
学
史
」

の
授
業
で
、「日

本
文
皐
小
史
」
を
教
科
書
に
用
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
日
本
文
皐
小
史
」

は
明
治
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日
に
初
出
版
さ
れ
、
明
治
三
十

一
年
三
月
十
五
日

に
八
版
と
な
り
、

著
者
は
三
上
参
次
、
高
津
鍬
三
郎
で
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
が

発
行
印
刷
し
て
お
り
、
上
下
二
巻
か
ら
な
る
。
会
津
八
一
が
中
学
五
学
級
(
明
治

三
十
二
年
四
月
か
ら
三
十
三
年
三
月
)
で
使
用
し
、
万
葉
集
と
良
寛
さ
ま
を
結
び

つ
け
た
教
科
書
は
八
版
「
日
本
文
事
小
史
」
上
巻
の
「
第
四
章
奈
良
時
代
の
和

歌

・
・
寓
葉
集

・
・
」
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
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五
.
会
津
八
一
と
中
学
時
代
の
恩
師
平
野
秀
吉
に
つ
い
て

平
野
秀
吉
の
死
後
、
出
版
さ
れ
た
「
良
寛
と
万
葉
集
」

(
東
京
・
文
理
書
院
)
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の
推
薦
文
(
昭
和
二
十
二
年
十

一
月
二
十

一
日
「
夕
刊
ニ
イ
ガ
タ
」
)
で
、
平
野

秀
吉
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
ぞ

「
(
略
)
。
わ
れ
わ
れ
越
後
人

が
良
寛
さ
ま
と
万
葉
集
と
を

一
度
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
で
あ
り
が
た
い
本
と

云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
野
さ
ん
は
明
治
廿
八
年
に
私
が
ま
だ
十
五
歳
で
中

学

一
年
生
の
時
に
作
文
を
教
え
て
く
れ
ら
れ
た
先
生
で
そ
の
こ
ろ
は
、
先
生
も
随

分
若
い
先
生
で
あ
っ
た
が
、
若
い
頃
か
ら
非
常
な
勉
強
家
で
、
ま
た
親
切
な
教
師

で
あ
っ
た
。
(
略
)
」
と
あ
り
、
良
寛
さ
ま
と
万
葉
集
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
と
、

会
津
八

一
は
平
野
秀
吉
の
作
文
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
文
面

か
ら
推
察
す
る
と
「
私
が
ま
だ
十
五
歳
で
中
学

一
年
生
の
時
に
作
文
を
教
え
て
く

れ
ら
れ
た
先
生
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
五
歳
の
時
に
作
文
を
習
っ
た
と
解
釈
し

て
し
ま
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
前
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
学
科
「
国
語
」
の

教
師
は
二
名
体
制
で
あ
り
、
会
津
八

一
が
入
学
し
て
以
降
、
平
野
秀
吉
が
二
名
の

教
師
の
う
ち
の

一
名
で
あ
り
続
け
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
中
学

一
年
生
の
時
か

ら

『ず
っ
と
」
作
文
を
教
え
て
く
れ
ら
れ
た
先
生
で
」
と
す
る
方
が
現
実
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
津
八

一
は
「
作
文
」
を
平
野
秀
吉
に
習
い
、

文
章
表
現
の
基
礎
を
身
に
付
け
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

会
津
八
一
が
平
野
秀
吉
か
ら
「
習
っ
た
」
と
い
う
証
言
を
見
つ
け
た
の
で
次
に

紹
介
す
る
。
出
典
は
平
成
十
二

(二
0
0
0
)
年
七
月
二
十
四
日
に
、
巻
町
良
寛

会
会
長
の
江
端

一
郎
氏
が
巻
公
民
館
(
現
、
新
潟
市
西
蒲
区
)
で
行
っ
た
町
民
講

座
「
良
寛
と
会
津
八
こ
の
講
演
録
ぉ
で
あ
る
。

(
略
)
。
私
が
会
津
先
生
と
は

一
度
会
っ

て
い
る
の
で
す
。
と
い
う
の
は
昭
和
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葉
集
」
文
理
書
院

L
S凸
(
2
版

Y
3・H
l
p
N
三
い
コ
。

江
端

一
郎

「良
寛
と
会
津
八

一
』
巻
町
良
寛
会
い
c
c
p
忘・

5
15
。

二
十
二
年
十
一
月
一
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
斎
藤
順
作
先
生
を
会
長
に
し
て
、

私
た
ち
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
た
文
化
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
文
化
会
で
会
津
先

生
を
招
き
、
当
時
の
農
協
の
広
間
で
講
演
会
を
や
っ
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
私
が
司
会
を
仰
せ
つ
か
っ
た
の
で
す
。
講
演
内
容
の
詳
し
い
こ
と
は

忘
れ
ま
し
た
が
、
要
す
る
に
戦
争
に
は
負
け
た
け
れ
ど
も
自
主
性
の
確
立
と
い
う

こ
と
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
と
き
妙
光

寺
で
、
巻
町
出
身
者
の
遺
作
展
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
講
演
を
終
え
て
か

ら
ご
案
内
し
ま
し
た
。

巻
町
に
は
や
は
り
相
当
の
方
が
お
ら
れ
た
の
で
、
遺
作
が
た
く
さ
ん
並
べ
て
あ

り
ま
し
た
。
会
津
先
生
は
感
心
し
て
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
見
て
い
く
う
ち
に

短
冊
だ
っ
た
か
色
紙
だ
っ
た
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
平
野
秀
吉
先
生
の
書
が
あ
っ
た
。

先
生
は
そ
れ
に
目
を
と
め
ら
れ
ま
し
て
、
「
お
や
、
平
野
秀
吉
先
生
は
こ
ち
ら
の

方
か
?
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
「
は
あ
、
そ
う
で
す
。
先
生
、
ご
存
じ
で
す
か
?
」

と
聞
き
ま
す
と
、
「
う
ん
、
俺
の
先
生
だ
っ
た
」
。
「
ど
こ
で
お
習
い
に
な
っ
た
の

で
す
か
?
」
と
言
い
ま
し
た
ら
、
「
新
潟
中
学
ヘ
入
っ
た
と
き
平
野
先
生
か
ら
習
っ

た
の
だ
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
そ
れ
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
巻
町
の

人
が
ね
、
平
野
秀
吉
先
生
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
の
に
会
津
先
生
は
知
っ
て
お
ら

れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
平
野
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
直
後
出
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
「
良
寛
と

万
葉
集
」
と
い
う
本
が
、
あ
の
戦
後
の
出
版
困
難
な
、
紙
不
足
の
時
代
に
出
て
お

る
の
で
す
。
実
は
私
は
そ
の
本
を
平
野
秀
吉
の
教
え
子
の
小
泉
孝
先
生
か
ら
頂
戴

し
、
大
事
に
も
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
会
津
先
生
が
序
文
を
書
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
会
津
先
生
の
こ
と
で
す
か
ら
「
平
野
さ
ん
」
と
い
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
「
あ
の
方
は
こ
う
こ
う
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
口

そ
ん
な
こ
と
か
ら
私
は
、
「
あ
あ
、
や
は
り
巻
町
と
の
因
縁
が
あ

っ
た
の
だ
な
あ
」
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と
い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
(
略
)
。

さ
ら
に
、
会
津
八

一
と
平
野
秀
吉
の
関
係
を
示
す
記
事
を
見
つ
け
た
の
で
次
に

紹
介
す
る
m
o

こ
れ
は
旧
板
倉
村
の
有
恒
高
等
学
校
(
現
、
上
越
市
板
倉
区
)
で

開
催
さ
れ
た
増
村
度
次
翁
追
悼
講
演
会
の
講
演
内
容
を
吉
池
進
氏
が
速
記
し
た
内

容
で
あ
る
?

昭
和
二
十
二
年
十

一
月
十
三
日
、
有
恒
学
舎
主
増
村
度
次
翁
の
追
悼
講
演
会
に

臨
ん
で
一
場
面
の
講
演
を
さ
れ
て
居
る
。
左
は
そ
の
時
の
私
自
身
の
速
記
で
あ
る
。

「
(
略
)
。
今
朝
出
か
け
に
貰
っ
た
書
物
を
汽
車
の
中
で
読
も
う
と
思
っ
て
持
参
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
遂
い
最
近
ま
で
高
田
師
範
学
校
で
教
え
て
お
ら
れ
た

平
野
さ
ん
の
著
書
で
、
平
野
さ
ん
は
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
、
今
年
で
す
が
、
貰
う

時
に
よ
か
っ
た
ら
賞
め
て
く
だ
さ
れ
と
い
う
の
で
読
ま
な
い
中
か
ら
約
束
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
平
野
さ
ん
は
私
が
諸
君
位
の
頃
、
新
潟
中
学

一
年
の
時
の
作
文
の

先
生
で
、
作
文
を
教
え
て
も
ら
っ
た
方
で
あ
り
ま
す
が
、
私
よ
り
七
つ
位
年
上
で

あ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
私
が
小
学
校
を
終
っ
て
中
学
ヘ
入
っ
た
時
、

一
番
始
め

に
作
文
を
教
わ
っ
た
先
生
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
学
問
を
続
け
て
居
ら

れ
た
様
で
あ
り
ま
す
。
私
は
作
文
の
点
が
よ
か
っ
た
の
で
、
(
笑
声
)
そ
の
書
物

を
読
ん
で
色
色
と
思
い
出
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
学
校

に
居
り
ま
し
た
頃
は

一
番
若
い
先
生
で
あ
り
、
私

一
代
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、

古
い
事
に
な
る
が
過
ぎ
去
る
と
矢
の
如
し
夢
の
如
し
と
い
う
感
が
す
る
の
で
あ
り

ま
す
。
(
略
)
口
」
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以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
会
津
八

一
は
中
学
校
時
代
に
平
野
秀
吉
か
ら
学
び
、

影
響
を
受
け
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
増
村
度
次
翁
の
追
悼
講
演
会
で
平

野
秀
吉
と
の
関
係
を
聴
衆
に
披
露
し
た
の
は
、
平
野
秀
吉
が
地
元
(
上
越
地
方
)

の
名
士
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
さ
ら
に
、
講
演
中
で
聴

衆
の
笑
い
を
誘
っ
た

「
私
は
作
文
の
点
が
よ
か

っ
た
の
で
」
に
あ
る
よ
う
に
、
中

学
時
代
に
お
け
る
八

一
の
学
年
試
験
「
作
文
」
の
点
数
は
「
第

一
学
年
が
七
十
二
点、

第
一
一
学
年
は
七
十
点
、
第
三
学
年
は
八
十
点
、
第
四
学
年
は
八
十
二
点
、
第
五
学

年
は
七
十
点
」
で
あ
り
目
、
平
野
秀
吉
を
回
想
し
な
が
ら
聴
衆
に
語
り
か
け
て
い

る
姿
が
日
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
平
野
秀
吉
著
「
良
寛
と
万
葉
集
」
の

推
薦
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
良
寛
さ
ま
と
万
葉
集
と
を

一
度
に
勉
強
す
る
こ
と

が
で
き
で
あ
り
が
た
い
本
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
野
秀
吉
を
良
寛
お
よ
び

万
葉
集
の
研
究
者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
と
と
も
に
、
「
親
切
な
教
師
」
と

表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
教
育
者
と
し
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
と
い
え
る
。
会

津
八

一
が
平
野
秀
吉
を
回
想
す
る
起
点
と
な
っ
た
の
が
妙
光
寺
(
旧
巻
町
、
現
新

潟
市
西
蒲
区
)
で
行
わ
れ
た
、
巻
町
出
身
者
の
遺
作
展
(
昭
和
二
十
一
一
年
十

一
月

一
日
)
だ
と
す
る
と
、
そ
の
後
の
平
野
秀
吉
著
「
良
寛
と
万
葉
集
」
推
薦
文
の
依

頼
(
昭
和
二
十
二
年
十

一
月
十
三
日
)
、
「
夕
刊
ニ
イ
ガ
タ
」
推
薦
文
掲
載
(
昭
和

二
十
二
年
十

一
月
二
十
一
日
)
と
、
わ
ず
か
二
十
日
あ
ま
り
の
間
で
、
連
続
的
に

起
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

余
談
で
は
あ
る
が
、
『
曾
津
八
一
伝
』
の
「
第
二
章
新
潟
県
尋
常
中
学
校
時
代
」

に
お
い
て
辺
、
「
新
潟
中
学
校
時
代
の
先
生
の
恩
師
の
中
に
高
橋
翠
郁
(
茂

一
郎)、

平
野
秀
臣
、
松
井
喜
三
郎、

三
堀
平
五
郎
、
木
村
良
吉
、
滝
沢
又

一
の
諸
氏
が
あ
っ

-38-

32 31 

前
掲

4
W
5
8
w
E・
2
18
0

前
掲
4
b
・室
。



た
」
と
あ
り
、
平
野
秀
吉
が
平
野
秀
臣
と
誤
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
平
野

秀
吉
の
発
見
を
遅
ら
せ
る
要
因
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
『
青
山

百
年
史
」
に
よ
れ
ば
お
、
松
井
喜
三
郎
の
担
当
は
数
学
(
教
頭
)
で
明
治
二
十
九

(
一
八
九
六
)
年
三
月
1
明
治
二
十
九
年
十

一
月
勤
務
(
八

一
は
第
二
学
年
)
、
三

堀
平
五
郎
の
担
当
は
数
学
で
明
治
二
十
五
(
一
八
九
二
)
年
六
月
1
明
治
四
十
四

(
一
九
一

一
)
年
十
二
月
勤
務
(
八

一
は
第

一
学
年
か
ら
五
学
年
ま
で
)
、
木
村
良

吉
の
担
当
は
図
画
・
兵
式
体
操
で
明
治
二
十
八
(
一
八
九
七
)
年
八
月

1
明
治

三
十
三
一
(
一
九

O
O
)
年
十
二
月
勤
務
(
八

一
は
第

一
学
級
途
中
か
ら
五
学
年
ま

で
)
、
滝
沢
又

一
の
担
当
は
英
語
で
明
治
二
十
五
(
一
八
九
二
)
年
八
月
1
明
治

三
十

(
一
八
九
七
)
年
四
月
勤
務
(
八

一
は
第
一
・
二
学
年
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

六
.
結
び

会
津
八
一
と
平
野
秀
吉
に
つ
い
て
調
べ
を
進
め
る
と
、
中
学
時
代
の
会
津
八
一

に
お
け
る
動
向
と
平
野
秀
吉
と
の
結
び
付
き
が
明
ら
か
と
な
っ
た
(
表
5
)
。
具

体
的
に
は
次
の
六
点
に
集
約
さ
れ
る
。
一

つ
目
は
、
八
一
の
正
式
な
履
歴
は
「
明

治
一
一
十
八
年
四
月
新
潟
牒
尋
常
中
間
学
校
入
学
」
、
「
明
治
二
一十
三
年
三
月
新
潟
勝
中

聞
学
校
卒
業
」
で
あ
り
、
入
学
し
た
生
徒
の
二
十
六
%
し
か
卒
業
で
き
な
い
状
況
に

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
二

つ
目
は
、
会
津
八

一
の
「
卒
業
後
ノ
状
況
」

は
「
国
民
英
学
会
」
と
あ
り
、
明
治
三
十
三
年
四
月
に
東
京
ヘ
出
た
理
由
は
国
民

英
学
会
へ
の
入
学
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
三

つ
目
は
、
中
学
時
代
の

国
語
教
師
は
二
名
体
制
で
あ
り
、
会
津
八

一
が
中
学

一
学
級
(
第

一
学
年
)
後
半

か
ら
卒
業
学
年
の
五
学
級
(
第
五
学
年
)
を
通
じ
て
、
平
野
秀
吉
か
ら
国
語
を
教

わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
四
つ
目
は
、
会
津
八
一
が
第
二
、
第
三
学
年
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で
学
ん
だ
「
作
文
」
(
学
科
「
国
語
」
の
分
科
)
の
授
業
で
使
用
し
た
教
科
書
は

「
実
用
文
血
乙
で
あ
り
、
そ
の
著
者
の
一
人
で
あ
る
平
野
秀
吉
か
ら
直
接
「
作
文
」

の
子
ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
五

つ
目
は
、
会
津
八
一
が
第
五
学

年
で
万
葉
集
に
出
会
う
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
授
業
は
「
文
学
史
」
で
あ

り
、
そ
の
と
き
使
用
し
た
教
科
書
は
三
上
、
高
津
の
「
日
本
文
皐
小
史
」
(
八
版
)

上
巻
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
六
つ
目
は
、
会
津
八

一
が
中
学
時
代
に

平
野
秀
吉
か
ら
教
え
を
受
け
て
お
り
、
恩
師
と
呼
べ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。

七
.
後
記

こ
れ
は
「
新
潟
県
文
人
研
究
」
第
十
六
号
寄
稿
の
「
平
野
秀
吉
の
偉
業
と
会
津

八

一
に
つ
い
て
」
で
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
会
津
八
一
の
中
学
時
代
の
動
向
に

焦
点
を
当
て
て
論
考
し
、
不
足
部
分
を
補
う
意
図
で
作
成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

八
一
の
最
初
の
勤
務
先
で
あ
る
有
恒
学
舎
へ
の
採
用
経
緯
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ

未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
糸
口
と
し
て
、
『
じ
よ
う
え
つ
市
の

郷
土
史
散
歩
』
中
に
次
の
文
章
を
見
つ
け
た
の
で
紹
介
す
る
?
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(
略
)
。
本
誓
寺
に
泊
ま
っ
て
い
る
羽
峯
に
接
し
て
、
そ
の
学
校
開
設
論
に
動
か

さ
れ
た
も
う

一
人
に
、
針
村
の
増
村
越
渓
度
弘
が
あ
り
ま
す
。
越
渓
は
故
増
村
朴

斎
の
父
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
(
略
)
。
不
幸
に
し
て
明
治
四

年、

二
十
六
歳
で
早
世
し
ま
し
た
。
朴
斎
は
わ
ず
か
四
歳
で
す
。
(
略
)
。
(
朴
斎

は
)
十
五
歳
の
時
上
京
し
て
、
は
じ
め
て
羽
峯
に
会
い
、
十
七
歳
の
時
羽
峯
か
ら

M

池
田
嘉

一
・
渡
辺
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者
罫
線
引
)
。

「じ
よ
う
え
つ
市
の
郷
土
史
散
歩
』
北
越
出
版
い
ミ

P
3・
E
l
a



字
を
子
徳
ま
た
成
徳
と
い
う
号
を
も
ら
い
ま
し
た
。
(
略
)
。
明
治
十
九
年
、
朴
斎

が
笈
を
負
う
て
上
京
し
、
羽
峯
の
門
を
た
た
き
、
ま
た
斯
文
校
に
も
入
学
し
ま
し

た
。
在
京
中
は
羽
峯
の
紹
介
で
、
当
代

一
流
の
学
者
書
家
の
講
義
に
列
し
詩
文
の

会
に
も
出
席
し
ま
し
た
。
(
略
)
。
朴
斎
は
帰
郷
後
間
も
な
く
二
十
六
年
、
恩
師
羽

峯
と
は
か
り
、
上
越
文
化
向
上
の
た
め
、
羽
峯
を
指
導
者
と
し
て
、
有
終
文
社
を

組
織
し
自
ら
盟
主
と
な
っ
て
、
社
中
の
世
話
を
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
上
越
の

学
者
文
人
を
集
め
て
、
漢
学

・
国
学
・

詩
文
な
ど
の
研
究
を
す
る
会
で
、
時
に
は

詩
文
を
交
換
し
、
羽
峯
に
そ
の
批
評

・
訂
正
を
こ
い
ま
し
た
。
羽
峯
は
東
京
に
あ

り
な
が
ら
、
有
終
文
社
の
た
め
、
朱
書
加
筆
し
て

一
同
を
激
励
し
ま
し
た
。
当

時
の
社
中
の
顔
ぶ
れ
に
は
、

渡
部
健
蔵
(
魯
庵
)
、
小
倉
右
馬
、
安
西
広
文
(
翠

軒
)
、
北
沢
正
誠
(
乾
堂
)
、
江
坂
熊
蔵
(
香
堂
)
、
近
藤
良
然
、
鈴
木
文
照
、
山

田
愛
山
、
小
川
則
要
、
川
上
善
兵
衛
、
秋
田
実
(
孤
舟
)
、
武
石
貞
松
、
飯
塚
春
塘
、

片
田
九
十
八
。
そ
の
他
数
人
あ
り
ま
す
が
、
み
な
上
越
地
方
代
表
的
な
文
人
で
す
。

二
十
七
年
朴
斎
は
亡
父
越
渓
の
素
志
を
つ
ぎ
、
私
立
学
校
開
設
に
つ
き
指
示
を
求

め
た
の
で
、
羽
峯
は
文
部
省
ヘ
行
き
、

学
校
建
築
掛
長
久
留
正
道
に
面
談
し
て
、

そ
の
要
領
を
朴
斎
に
伝
え
ま
し
た
。
翌
年
朴
斎
は
全
財
産
を
投
じ
て
工
事
に
着
手

し、

二
十
九
年
四
月
十
日
い
よ
い
よ
有
恒
学
舎
開
校
式
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

(
略
)
。
羽
峯
は
有
恒
学
舎
の
た
め
良
い
教
師
を
探
し
、

国
漢
哲
学
の
教
師
に
小
川

則
要
を
推
薦
し
ま
し
た
。
こ
の
人
は
旧
仙
台
藩
士
の
帝
大
出
身
で
朴
斎
を
助
け
て
、

学
舎
の
中
心
と
な
り
、
大
正
八
年
ま
で
長
く
勤
務
し
た
功
労
者
で
す
。
(
略
)
。

ち
な
み
に
、
羽
峯
と
は
南
摩
羽
峯
の
こ
と
で
、
詳
細
は

『じ
よ
う
え
つ
市
の
郷

土
史
散
歩
」
の
「
上
越
の
教
育
界
の
恩
人
南
摩
羽
峯
先
生
」
に
ゆ
ず
り
た
い
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
増
村
朴
斎
が
明
治
二
十

六

(
一
八
九
三
)
年
に
南
摩
羽
峯

と
は
か
り
、
漢
学
・
国
学
・
詩
文
を
研
究
す
る
会
と
し
て
有
終
文
社
を
組
織
し
、

そ
の
会
員
中
に
増
村
朴
斎
に
、
会
津
八
一
を
有
恒
学
舎
の
英
語
教
師
に
推
薦
し

た
お
と
さ
れ
る
「
武
石
貞
松
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
武

石
の
紹
介
文
ぉ
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
上
越
地
方
と
の
結
び
付
き
が
明
ら
か
に
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。
「武
石
貞
松
」
の
名
は
「
曾
津
八
一
伝
』
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、

次
に
紹
介
す
る
幻
o

「
先
生
を
増
村
度
次
に
紹
介
し
た
の
は
、
越
后
の
漢
詩
人
武

石
貞
松
で
あ
っ
た
。
先
生
若
干
に
し
て
越
后
俳
壇
に
活
躍
し

『東
北
日
報
』
の
俳

句
欄
を
担
当
し
て
い
た
時
、
武
石
貞
松
は
同
誌
漢
詩
欄
を
受
け
持
っ
て
い
て
知
り

合

っ
た
仲
で
あ
る
。
当
時
の

『東
北
日
報
』
は
大
竹
貫

一
、
萩
野
左
門
が
経
営
に

当
っ
て
居
た
」
と
あ
り
、
渡
辺
秀
英
氏
の
説
ぉ
は
こ
の
『
曾
津
八

一
伝
』
か
ら
引

用
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
続
け
て
、

「貞
松
は
坂
口
五
峰
、
増
村
度
次
と
共

に
近
代
越
後
漢
詩
壇
三
傑
の

一
人
で
あ
っ
て
、
五
峰
の
詩
が
政
治
的
色
彩
強
く
、

朴
斎
が
儒
学
的
傾
向
に
流
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
最
も
純
粋
に
文
学
的
香
気
に

富
ん
だ
詩
人
で
あ

っ
た
。
貞
松
が
増
村
度
次
の
英
語
教
員
の
需
め
に
応
じ
旧
知
の

先
生
を
推
薦
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
有
恒
学
舎
へ
の
採
用
の
詳
細
な
経
緯
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
曾
津
八

一
研
究
家
の
近
藤
悠
子
氏
は
「
私
は
早

稲
田
大
学
坪
内
遁
逢
門
下
の
宮
井
氏
、
中
島
半
次
郎
氏
の
推
薦
に
よ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
植
村
重
雄
編
著

『秋
川
道
人
曾
津
八

一
書
簡
集
」
の
四
十
九

頁
、
明
治
三
十
九
年
九
月
十
四
日
伊
達
俊
光
宛
書
簡
に
よ
る
と

『宮
井
、
中
嶋
の

両
氏
よ
り
は
学
舎
行
き
の
交
渉
を
獲
て、

急
に
行
李
を
と
冶
の
ヘ
候
』
と
あ
る
か

ら
で
す
」
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
会
津
八
一
の
有
恒
学
舎
へ
の
採
用
は
、
坪

内
遁
淫
門
下
生
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
武
石
貞
松
が
ど
れ
く
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ら
い
採
用
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
の
研
究
に
期
待
す
る
。

話
し
を
平
野
秀
吉
に
も
ど
す
こ
と
に
す
る
。
平
成
二
十
六
年
二
月
十
一
日
、
棋

神
社
(
新
潟
市
西
蒲
区
巻
甲
)
社
号
標
脇
に
、
平
野
秀
吉
の
偉
業
と
会
津
八

一
の

関
係
を
記
し
た
解
説
板
(
図
1
、
2
、
3
)
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
解
説
板
の
解
説

文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

郷
土
の
碩
学

平
野
秀
吉

平
野
秀
吉
は
明
治
六
年
(
一
八
七
三
年
)
巻
町
に
生
ま
れ
巻
小
学
校
卒
業
後
、

独
学
で
各
種
検
定
に
合
格
、
長
く
高
田
師
範
学
校
で
教
鞭
を
と
る
。
高
田
師
範
時

代
の
秀
吉
の
教
育
は
、
信
念
に
徹
し
、
常
に
清
新
な
気
風
を
持
ち
、
熱
心
に
子
弟

の
教
育
、
指
導
に
尽
く
し
た
。
そ
の
教
え
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
九
月
か
ら
三
十
三
年
三
月
ま
で
勤
務
し
た
新
潟
中
学
校
で
の
教

え
子
の

一
人
に
歌
人
の
会
津
八

一
が
お
り
、
後
に
秀
吉
著

『良
寛
と
万
葉
集
』
を

敬
慕
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
高
く
推
奨
し
て
い
る
。

秀
吉
は
明
治
三
十
四
年
四
月
か
ら
昭
和
九
年
三
月
ま
で
高
田
師
範
学
校
教
諭
と

し
て
高
田
の
地
に
居
を
構
え
、
昭
和
二
十
二
年
西
城
町
の
自
宅
で
逝
去
す
る
ま
で

高
田
の
人
で
あ
り
続
け
た
が
、
故
郷
の
巻
町
に
も
終
生
愛
着
を
持
ち
続
け
た
。

こ
の
社
号
標

『槙
神
明
宮
」
の
字
は
大
正
八
年
に
秀
吉
が
書
い
た
・
も
の
で
あ
る
。

国
文
学
者
と
し
て
の
秀
吉
の
仕
事
は

『全
稗
高
葉
集
昭
和
略
解
』
に
代
表
さ
れ
る
。

体
裁
は
『
考
異
』
『
注
』
『
解
』
『
評
』

か
ら
な
り
記
述
は
平
明
さ
に
徹
し
、
万

葉
集
の
全
体
像
の
大
衆
化
を
図
っ
た
。
草
稿
は
(
旧
)
巻
町
郷
土
資
料
館
に
眠
っ

た
ま
ま
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十

一
日

こ
の
解
説
板
の
設
置
に
よ
り
、
新
潟
市
民
が
平
野
秀
吉
と
会
津
八

一
と
旧
巻
町

(
現
、
新
潟
市
西
蒲
区
)
の
関
わ
り
合
い
を
発
見
す
る
重
要
な
手
が
か
り
の

一
つ

と
な
る
と
思
わ
れ
、
た
い
へ
ん
有
り
難
い
事
業
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
江
端
完
治
氏
、
平
野
恒
義
・
弓
子
夫
妻
(
平
野
家
親
族
)

の
献
身
な
る
働
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
述
べ
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

最
後
に
、
江
端
一
郎
氏
の
講
演
録
は
ご
子
息
江
端
完
治
氏
よ
り
ご
提
供
を
頂
く

と
と
も
に
、
上
越
教
育
大
学
の
川
村
知
行
教
授
、
会
津
八

一
研
究
家
の
近
藤
悠
子

先
生
に
は
、
私
の
拙
い
文
章
を
読
ん
で
頂
く
と
と
も
に
ご
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
筆
者
・
干
九
五
九

l
O
四

一
二

新
潟
市
西
蒲
区
桑
山
三
一

六〉
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図3.解説文図2.社号標脇解説板図l.棋神社社号標

|図 1~3 は、平成26年 3 月 5 日 (水)棋田撮影。

表 1新潟県系中学校 明治33年3月卒業
「第7回卒業」の卒業生は42名

姓名 ; 郡市族籍 | 卒業後ノ状況 : 姓名
第一高等皐校 j野上俊夫 ;新潟市 平民|自宅 ;長谷川轍 j岩船郡 平民

自宅 j高橋謙 ;北蒲原郡平民 |高等商業皐校 :田崎義介 ;北蒲原郡平民

第一高等皐校 ;伊藤成治 ;中蒲原郡 平民 i第一高等皐校 ;笠原敏郎 ;南蒲原郡 平民

第一高等皐校 j保倉熊三郎 :新潟市 平民 |第四高等皐校 ;小見寺二郎 ;北蒲原郡平民

第二高等皐校 :野村精策 ;新潟市 平民 |自宅 j西村利雄 j岩船郡 士族

小墜校 j須藤九郎 ;中蒲原郡 士族 |自宅 j蝶名林留三郎 j南蒲原郡平民

第四高等皐校 j富山車治 :新潟市 平民|第一高等皐校 :i畢三四五 ;北蒲原郡平民

第一高等皐校 j佐竹源三郎 j中蒲原郡 平民|札幌農皐校 j逢坂信忍 j中蒲原郡 平民

自宅 j笠原宇一郎 j中蒲原郡平民l第一高等皐校 j高倉功 j西蒲原郡平民

第四高等皐校 :舘正三 :西蒲原郡平民 |東京英語専修皐校;長嶋中太郎 j北蒲原郡平民

自宅 ;桂逸策 j中蒲原郡士族 |士官候補生 ;山内保次 :新潟市 平民

国民英皐禽 j禽津八 j新潟市 平民 |工業皐校 j石井左武郎 ;新潟市 平民

第四高等皐校 j野口政秀 j中蒲原郡士族 l第高等皐校 j長谷川温策 j岩船郡 平民

自宅 ;小林貞三郎 j中蒲原郡 平民|自宅 ;成田成治 :南蒲原郡土族

自宅 j伊藤隆平 ;中蒲原郡平民 |一年志願兵 j薪藤龍禰 、;岩船郡 平民

自宅 j岩淵岩太 j北蒲原郡平民 |第四高等皐校 j渡遷慶吉 ;新潟市 平民

東京法皐校 ;時田清吉 :北蒲原郡 平民 |東京専門学校 :野本静治 ;北蒲原郡 平民

自宅 ;豊嶋宇作 :中蒲原郡平民 |自宅 j中川卓 ;佐渡郡 平民

第四高等皐校 :i.度遷 轍 j新潟市 平民|外園語望校 ;石高令太 :新潟市 平民

自宅 j神原恒三郎 j岩船郡 士族 |士官候補生 j小野塚寛平 j中蒲原郡平民

自宅 ;棲井 馨 ;新潟市 土族 |第四高等皐校 ;阿倍邦衛 j中蒲原郡平民

郡市族籍

生徒一覧

卒業後ノ状況

引用文献

新潟県系新潟中学校『新潟県系新潟中皐校第六年報』新潟県系新潟中学校，1900，pp.58-59。

-42-



表2八一入学1年前(明治27年4月から明治28年3月)の新潟県系尋常中皐校における学科課程表(抜粋)

皐科 毎週時間:第一皐年 毎週時間 :第二皐年 毎週時間;第三皐年 毎週時間 :第四皐年 毎週時間:第五皐年

園語及漢文
講読 講読 講読 講読 講読

7 7 7 7 7 
作文 作文 作文 作文 作文

引用文献

新潟県系中皐校 『新潟県系尋常中皐校第一年報J新潟県系尋常中皐校，1895，p.10。

表3.八一入学1年前(明治27年4月から明治28年3月)の新潟県系尋常中皐校における教科書及参考書
一覧(抜粋)

皐科 第一皐年 第二皐年 第二皐年 第四皐年 第五皐年

普通園文 濯見氏 遷見氏 遺見氏 高津鍬三郎氏

かなつかひ教科書 圃文中墜読本巻ノー 国文中皐読本巻ノ二三 圏文中皐読本巻ノ四 日本文皐小史

国語及漢文 日本 外史 文章規範 唐宋八大家文 班馬史紗

遠藤氏 遠藤氏 枕ノ隻紙 孟子

日本文典教科書 日本文典教科書

引用文献

新潟県系中皐校 『新潟県系尋常中皐校第一年報J新潟県系尋常中皐校，1895，p.23。

表4.八一第5学年時(明治32年4月から明治33年3月)の新潟県系中皐校における学科課程表(抜粋)

皐科 毎週時間 :第 皐年 毎週時間 :第二皐年 毎週時間 j第三皐年 毎週時間:第四皐年 毎週時間 :第五皐年

国語 講読 3 講読 3 
請文読法 3 講読 3 講読

文法 文法 文法 文皐史2 
4 4 4 4 3 
書取 1 

書作取文 作文 1 作文 1 作文 1 
作文

漢文 3 j講読 3 3 j講読 3 3 j講読 3 3 ;講読 3 3 j講読 3 

引用文献

新潟県系新潟中皐校 『新潟豚新潟中皐校第六年報』新潟県系新潟中皐校，1900，p.26。

-43-



7表5平野秀吉の略歴と会津八一の関係(改訂)
西暦(号年)

平野秀吉 会津八一

年齢 事 I頁 年齢 事 I頁

8735下 (11)/治6年) 1政 6月5n、凶frH)京1tli巻村290番地ド1に平肝兵吉長男として生れる。

875 8 3 110月17日、弟亥作誕生。

879 12 7 16月5日、 VQi'Hi))j[llliYJ:小学校入学。

881 14 9 1歳 8F11日、 新潟市古IIIJ通り5寄111)14書F'に生まれる。父、政次郎。母、イク。父は
越後の宗良市山家の一族、t:i塚m応家を縦、いだ助次郎の三列。のち会il!家の一後子
となり イ クと結~!~o Il}はtrr潟m ，~illlJ料不会ìjll主の4氏。二 ~j凶女あり 。 八一は二%。

885 18 13 10月、丙清原11日巻小学校J受業生。 5 

886 19 14 3月26日、内浦!ボ郡巻小学校卒業。 6 

887 20 15 4円、巻小学校をill峨、凶蒲UiUifi図上村図上小学校授業生。 7 新潟rlTI出品m小学校I学級に入学。

888 21 16 41~ 、阿部原11lí弥lð小学校J受業生。 8 新潟市阿)Jni小学校2学級となる。

890 23 18 11月1日、尋常利教員免許状受領。 10 新潟市西J;i:ll小学校4学級となる。

891 24 19 2月26日、西部原J!「日つFA方若手常小学校(現、-，同市川市I小学校の前身)訓碍j在校長 (18 11 新潟高等小学校1"1'級に人る。
歳)0 9月、 J秋集 れづれ草紙18巻」。

892 25 20 3月、高等科教員免許状受領。8丹、東Jjtにおいて大日本教育会の1ヶ月にわたる 12 新潟高等小学校以下級となる。
夏則l1tt~~封会受rlM:o 9月27目、西蒲原郡内野尋常小学校。10月、|泊悠録 「松風JI上
京 ~1 3己」 執筆。 1 2月 27 日 、 無試験検定により新ililJの小学校本利正教民免~\'F;Ii(受領。

895 28 23 器告で=[静孝義1 出版 (lln~'(古川弘文札文 15 新潟県尋常中学校1年級に入学す。fM?字は高稲翠制;に学ぶ。[自由新報」に投占
尚ウF女学校の11'1話料教員免許状受領。9月i記之、新潟県 して論戦したることあり。問題は弓利I:iにIl討すること。

長1並Iド学校授業l嶋託

896 29 24 主旦25日 同校助教諭。 16 丞2在中学校2年級となる。
897 30 25 3f1291]、水谷コトヂと結縮。新l;rfは新潟Ilj学校IIfJ通り2了目。 17 盈ら並る。"1"学校3"1'-級となる。 1二級生のクラス会雑誌;I芝|出iJに投占して存在を認め

71'1下旬、急性!日11気を病み、 10月までl限立たず。

898 31 26 6月3[1、文部省検定試験合伯、師範学校、羽『常'1"学校、日i等友学校のr英文科、 18 宵丑宮fE7111学校4学級となる。7月下旬、会津サイ病死す。その養子となりて相続す(7
i~?字利免許状受領。 日付属出)0 9月、新潟rl"学校へ短艇部!脱会断L吋;'i!山す (91"19日付)。

899 32 27 2月10日、新潟県尋常中学校教諭。4月1口、 新潟県中学校教諭。 19 早春より俳句を始む。4丹、読新む潟に皐及中学校5"1'-級となる 。 記紀万葉(占 ~i記 、 1:1 
本』紀、万葉集)の占歌を び、強き感動を党ゆ。6、9、10、11月の「ほ
ととぎす」に投句し掲載さる。7丹、新潟へ尾崎紅葉来る。而会す。のちに紅此:
より鉄村という俳号をni1らる。同円下旬より IUlt面房俳話Jを rm:北日報jに
連載す。 8 月、 )1'内泊j盤、新潟に来り改良座に て訪f. ~Yl。 それを傍聴し、泊j名の態
度と縦弁とに感動す。|日l月下旬、俳話 「をかし記」と f東北日報Jに射殺。

900 33 28 3FI22日、富山県第一中学校(現、富山県立魚津I何等学校)教諭。長男秀夫誕生。 20 1FI、「蛙回房j-JI'd!iJを 『東北日報jに十日載。新潟県中学校を卒業。4F1根、国芹且l:lE主
学会入学のため東京に出づ。兄、友ーと神田神保町に下宿。6)=1、 F谷
岡子規を;jjjう。と|二込に尼崎五:U!gを訪うも不在。7F1、 !出l気を病み、新潟l二帰る。

901 34 29 4)=18日、 新潟県民¥1封師範学校教諭。作事IU]'(J見大子IUJ)に住す。 21 何となく病身につき何をするともなくfcJl句に遊ぶ。f東北日報jと f新潟京rr間j
との俳句選者となる。(目的。

902 35 30 3f'18日、 長女愛了誕生。12月28日、「医|話戸音学J，'l'，)t，匝(東京 国光社)。 22 (11硲)04月、東京#門学校高等予科第I矧に入学。 長谷川 1'{il、川fl~flí太郎と共に 、
東京市牛込区阪111]'3丁目69番j山、 玉川渦徳方に下iI'1o(略)。

904 37 32 3 月 1 2 日、高 |封自ilí~自学校舎監兼任。 富士登山。 9月 1 2 日、 一男不一夫誕生。 9 月 14 日 、 24 
父兵古死亡。

39 34 11F130 1二|、 一女 F校誕生。 26 7 FI15日、早稲田大学文学f'lを卒業。卒業諭文「キーツの研究Jo8Fl1日、 帰省。
(目的。9FI12日、 新潟県'-1-'顕城郡板倉付の有恒学舎 (m、県立f-J恒l白等学校)に、
英語教師として東京より赴任。

40 35 27 4F1、「新潟新聞Jの俳句の選者となる。51'12日より61::1、佐波へ修学旅行す。(1目的。
10月、信州柏原に一茶の跡を訪う。11F19円、 直江津知外郷津の利|倉桜にil'lる。
22日、p+び同地にil'lる。

41 36 下|馬:1'if111。 28 2丹、一茶|主筆の「六番日記Jを発見す。(111白)0 419、越後国分寺のli智如来をみる。
5月、西i](!'!J成jl日の海岸に修学旅行。|百l月、日本天文学会会員となる。(11白)， 8FI 
4日夜、大阪話。初めて奈良地方を旅行し、和歌20Ilを詠ず。(略)。のち、大阪、
京都を経て、 1 4 日、金沢にいたる 。 高問。 伏木より海路由江ì[! 1こ I~Ü 、主|村に帰21 0
9)'141二|、新潟市大火のため、生家会津屋係災。20il、妹、琴を針村によぶ。10
月下旬、郷津の刷l~'t般に ì l'l る 。 11 月、「花f~'l につきて]を 『新潟新ILfJJ に 4回連載。

1909 42 37 1F112日、奏任f寺池。7H4日、 二女チヨ子誕生。 29 l 月 、「干えが{作品引を『新潟新聞j に指紋。 3)'1 、俳句結社、 J)~JI}J金社を主催す。
3)129円、高旧、 II'!:江illに行く 。4月10日、 11日、有恒学合制立14周年を記念し、
校11、lにおいて新古HF，"帥Ili狂歌自iliの書画展覧会を開催す。同月、 f;rr:i旧新聞jの
俳句選者ーとなる01俳句を採るにつきて」を ri日凹新聞jに3同述d迎。5月16日、
佐i度へ修学旅行のため、新子[，駅に集合、直江津へ。24日、直江W1f，'o5il']6 ~I の
予定が8lli9EIになる。夏、越後の燕に行く 。

1910 43 38 30 2丹、「地方的特色をして!昨明ならしめよJを 「高田新聞来J答にiM3lld述載。7月、旧
'I'!忠太とともに米山に笠る。8月下旬、赤倉、的のi龍、 こ}!i1:ぶ。有恒学合
を降任。 9円 1 日、 J:. J~o 早稲岡 '1'学校に英語教師として転任。 ( 11問 。

911 44 39 101'130円、 二男多|品l誕生。秋より 現上越市西城118'3丁目7若干j山(不 一夫宅)。

913 大正 2 41 51ご119日、長男秀夫死亡(半年14才)。 引ITJ文献

915 4 1 43 4FII0 日、母ソチ死亡。 5 月 1 5 日、「綴り方教J受のfH本的{J)f究J ，'i:'， 1阪 (~~7;('/(合社)。
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